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財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
その一方で，原因者負担に近いかたちでの租税による共同負担には，例えば産業廃棄物税や，
自動車税のグリーン化等があると思われます．
最後に，応益的共同負担の展開についてです．金澤先生は，参加型税制と議会制民主主義と
は車の両輪であるとしていました．それらをつなぐという意味で，この応益的共同負担という
考え方は位置づけられると考えております．その施策が必要なのか，あるいは，その受益と負
担の関係に関する共通認識が住民の中でどれだけ得られるのかについて，重要な概念になって
いくと思われます．
本の中では言及できませんでしたが，金澤先生は，おそらく議会制民主主義というか，財政
民主主義に重きを置かれていたので，未来永劫この両輪がこのまま進んでいくと考えていたか
は実は分からないのですが，少なくとも現状では，こういう仕掛けが必要だと考えたのだと思
われます．
さらに，環境以外の分野で応益的共同負担を適用可能かが，今後の課題になると思われます．
たとえば，総務省によれば，軽自動車税は 33 団体で超過課税されています．個別に調査をし
たわけではありませんが，特に理由の説明もなく超過課税している事例もあるようです．現在，
これらが認められてきたプロセスに関心を持っているところです．
このような研究の積み重ねが，新しい租税原則，租税の公平原則を確立することにもつなが
っていくのではないかと考えております．ありがとうございました．
司会：
どうもありがとうございました．それで第 1部，最後の報告例に移りたいと思います．第 4
報告は，「神奈川県水源環境税による施策の検証と課題」と題しまして，和光大学の清水先生
にご報告をいただきたいと思います．よろしくお願い致します．
第 4報告
「神奈川県水源環境税による施策の検証と課題」
和光大学経営経済学部　
清水　雅貴
和光大学の清水です。よろしくお願い致します。本研究は，神奈川県の水源環境税収による
市町村の事業に着目して，市町村の事業と県の財源の役割分担について検証を試みました．そ
のなかでも特に，市町村交付金という県から市町村への補助金について，相模原市と秦野市を
市町村の個別事例として分析をおこないました．ここでいう市町村交付金とは，一般に都道府
県支出金を指しますが，水源環境税収による事業のうち，市町村事業として行う事業費を県か
ら市町村に配分するシステムとして本研究では総称しています．市町村に向けた補助金につい
